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固化処理した含水比と粒度が変化する

底泥土を用いたフィルダム堤体改修技術
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技術開発の目的：

フィルダム湖内に堆積した底泥土の除去処分と
堤体改修を同時に実施し、効率的で経済的な
堤体改修工事を実現する
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砕・転圧盛土工法の概要
 

止水トレンチ

既設堤体

基礎地盤

シェルゾーン
シェルゾーン

コアゾーン

底泥土 初期固化土

固化材

解砕(Dmax)

初期固化日数(tS)

築堤(撒出し･敷均し･転圧)

強度主体
遮水性主体

強度主体

砕･転圧土

掘削

止水トレンチ

既設堤体

基礎地盤

シェルゾーン
シェルゾーン

コアゾーン

底泥土 初期固化土

固化材

解砕(Dmax)

初期固化日数(tS)

築堤(撒出し･敷均し･転圧)

強度主体
遮水性主体

強度主体

砕･転圧土

掘削

ダム湖内に堆積した
底泥土を固化処理して、
所要の強度と遮水性を
有する築堤土を製造し
ます。
貯水機能を阻害する

底泥土の除去と、堤体
の改修を同時に実施で
きます。

ダム湖内に堆積する底泥土の
粒度特性が場所により異なる

底泥土の含水比と粒度を考慮する
ことにより強度と遮水性を制御



底泥土の粒度を考慮したゾーニング
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細粒分主体の底泥土⇒遮水ゾーン
砂礫混合底泥土 ⇒シェルゾーン

既設堤体との剛性差を緩和
するためのゾーニング

水平ゾーニング
例：北谷池

傾斜ゾーニング
例：西大谷ダム


